源氏物語 

行幸 



紫 m 咅 

與謝野 晶子 訳 



雪ち る や 日よりか しこくめ でた さも 上 

なき 君の 玉の おん 輿 (晶子) 

たま かずら 

源氏 は 玉鬟 に対して あらゆる 好意 を 尽くして いる 

ので あるが、 人知れぬ 恋 を 持つ 点で、 南の 女王の 想像 

したと おりの 不幸な 結末 を 生む のでない かと 見えた。 

すべての ことに 形式 を 重んじる 癖が あって、 少しで も 

その 点の 不足した こと は 我慢の ならぬ ように 思う 内大 

臣の 性格で あるから、 思いやり もな しに 婿と して 麗々 

しく 扱われる ような ことにな つ て は 今 さら 醜態で、 気 



たま かずら 

玉鬟の 姫君 も 見物に 出て いた。 きれいな 身なり をし 

あそん ひ 

て 化粧 をした 朝臣た ち をた くさん 見た が、 緋 のお 上着 

ほう. V ん みすが た 

を 召した 端麗な 鳳輦の 中の 御 姿に なぞらえる ことので 

きる ような 人 はだれ もない。 玉鬟は 人知れず 父の 大臣 

うわさ かんろく 

に 注意 を 払った が、 噂 どおりに はなやかな 貫禄の あ 

る 盛りの 男と は 見えた が、 それ も 絶対な りっぱ さと は 

いえる ものでなくて、 だれよりも 優秀な 人臣と 見える 

だけで ある。 きれいで あると か、 美男 だと かいって、 

若い 女房た ちが 蔭で 大騒ぎ をして いる 中将 や 少将、 殿 

上役 人の だれかれ など はまし て 目に もた たず 無視せ ざ 

る をえない ので ある。 帝 は 源氏の 大臣に そっくり なお 



であるが、 美しい の を ながめて、 

「ひど いこと を」 

たま かずら 

と 玉鬟は 笑って いたが、 よくも 心が 見透かされた 

ものであると いう 気がした。 

昨日 は、 

うちきらし 朝曇りせ しみ ゆきに はさ やかに 空の 光 

や は 見し 

何が 何で) J ざいます やら 私な どに は。 

と 書いて 来た 返事 を 紫の 女王 も いっしょに 見た。 源 



なま 

神 的に も 弱者です から、 怠ける ことより できない ので 

ございましよう」 

などと 源氏 は 言つ ていた。 

「年の せいだと 思い ましてね。 幾 月 かの 間 は 身体の 調 

子の 悪 いのも 打ち やって あつたので すが、 今年に なつ 

てから は ど うやら - ^ の 病気 は 重 いとい う 気が してき ま 

してね、 もう 一度こう して あなたに お 目に かかる こと 

もで きない ままに なつ てし まう のかと 心細かった ので 

すが、 お見舞いく ださいました この 感激で また 少し 命 

も 延びる 気がします。 もう 私 は 惜しい 命で は 少しも あ 

りません。 皆に 先 だ たれました あとで、 一 人 長く 生き 



のこと に 携わらな いでいい 人と いうの が 昔から 標準に 

なって いるので すから、 欠点の ない 完全な 資格 はなく 

て も、 下の 役から 勤め上げた 年功 者の 登用され る 場合 

はあって も、 ただ今の 典侍に まだ それだけ 力がない と 

すれば、 家柄 その他の 点で 他から 選ばなければ ならな 

い ことになるから 出仕 をさせる ようにと いうお 言葉 

だった のです。 私の 家の 子が 相応しな いこと とも 思う 

わけの もので ございま せんから、 私 も 宮中の 仰せ をお 

受けしょう という 気になつ たので ございます。 宫 仕え 

と いう もの は 適任者で あると 認められれば 役の 不足な 

ど は 考えるべき ことではありません。 後. f 呂 ではなし に 



「簡単な 生活 をして いら つ しゃる 所では 太 政 大臣の 御 

きょ うおう 

待遇に お困りになる だろう。 前駆の 人た ち を 饗応し 

たり、 座敷のお 取り もち をす る 者 も はかばかしい 者が 

いないであろう、 中将 は 今日はお 客 側のお 供で 来て い 

られ るだろう から」 

すぐに 子息た ちその ほかの 殿上 役人た ち を やる ので 

あった。 

「お菓子と か、 酒と か、 よいよう にして 差し上げ るが 

い い。 私 も 行くべき だが かえつ てたい そうになる だろ 

うから I 



しのび 

えです が、 私の ように 親しい 者の 所へ は 微行で でもお 

訪ねく だされば いいと 恨めしい 気になつ ている 時 も あ 

リます 」 

と 源氏が 言った。 

「青年時代 を 考えて みます と、 よくそうした 無礼が で 

きた もの だと 思います ほど 親しく させて いただき まし 

て、 なんらの 隔て も あなた 様に 持つ ことがありません 

ま., 0" 

でした。 公人と いたしまして は翅を 並べる とお 言いに 

なります ような 価値 もない 私 を、 ここまでお 引き立て 

くださいました 御 好意 を 忘れる もので ございま せんが 

多い 年月の 間に は 我知らずよ ろしくな いこと も 多くい 



「昔風な お 手紙 だけれ ど、 お気の毒で すよ。 このお 字 

じよ-つず 

ね。 昔 は 上手な 方だった の だけれ ど、 こんな ことまで 

もお いおい 悪くな つてく る ものら しい。 おかしい ほど 

燥え て いる」 

と 言って、 何度も 源氏 は 読み返しながら、 

「よくも こんなに 玉 櫛笥に とらわれた 歌が 詠めた もの 

だ。 三十 一文字の 中に ほかの こと は 少しし か ありませ 

ん からね」 

ちゅうぐう も か らぎ ぬ 

そっと 源氏 は 笑って いた。 中宮から 白い 裳、 唐衣、 

こそで くし あ 

小袖、 髪 上げの 具な ど を 美しく そろえて、 そのほか、 

こうした 場合の 贈り物に 必ず 添う ことにな つ ている 香 



つぼ しな くんこう 

の 壺には 支那の 薫香の すぐれたの を 入れて お持たせに 

なった。 六 条院の 諸 夫人 も 皆 それぞれの 好みで 姫君の 

いしょう 

衣裳に 女房 用の 櫛 や 扇まで も 多く 添えて 贈った。 劣リ 

まさ そうめい 

勝り もない 品々 であった。 聡明な 人た ちが 他と 競争す 

るつ もりで 作り ととのえた 物で あるから、 皆目と 心 を 

+P ぎ 

楽しませる 物ば かりであった。 東の 院の 人た ち も 裳 着 

の 式の ある こと を 聞いて いたが、 贈り物 を 差し出て す 

すえ つむ はな 

る こと を 遠慮して いた 中で、 末 摘 花 夫人 は、 形式的に 

何でもし ないで はいられぬ 昔風な 性質から、 これ をよ 

そのこと にして は 置かれな いと 正式に 贈り物 を こしら 

えた。 愚かしい 親切で ある。 青 鈍色の 細長、 落 栗色と 



と 源氏 は 言つ て、 

不思議な 、 常人の 思い 寄ら ないような こと はや はり 

なさらな いで もい いこと だった のです よ。 

と 反感 を 見せて 書いた。 また、 

から) j ろ もまた 唐衣から) J ろ も 返す返す も 唐衣な 

る 

と 書いて、 まじめ 顔で、 

「あの人が 好きな 言葉な のです から、 こう 作った ので 

す」 



たまも いそ あ ま 

うらめし や 沖つ 玉藻 を かづく まで 磯 隠れけ る 海人 

の 心よ 

たま かずら 

ァ J う 言う 大臣に 悲しい ふ うが あった。 玉鬟は 父の 

この 歌に 答える ことが、 式場の ことで あつたし、 晴れ 

がまし くて できない の を 見て、 源氏 は、 

よるべ なぎさ 

「寄 辺な みか かる 渚 にう ち 寄せて 海人 も 尋ねぬ 

もく づ 

藻 胃と ぞ 見し 



たの ほうで も 私の ほうで も いろいろに 言い 騒がれる こ 

と は 迷惑す る ことです から、 いっとな く 事実と して 人 

が 信じる ようになる のがい いでしょう」 

と 言って いた。 

「あなたの 御意 志に 従います。 こんなにまで 御 実子の 

ように 愛して くださいました こと も 前生に 深い 因縁の 

ある こと だろうと 思います」 

てんと-つ 

腰 結い 役への 贈り物、 引き出物、 纏頭に 差等 をつ け 

て 配られる 品々 に はき ま つ た 式が ある ことで は あるが 

それ 以上に 派手な 物 を 源氏 は 出した。 大宫の 御 病気が 

一時 支障に なって いた 式で もあった から、 はなやかな 



そんな 態 S もとる ので あると 言つ ていた 
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